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「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」
と
は
？

※

「
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
」が
正
式
名
称
で
す
が
、前
橋
市
で

は
原
則
と
し
て「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」を
用
い
て
い
ま
す
。

「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

伝
統
を
受
け
継
ぎ

次
の
世
代
へ

前
橋
市
の
何
が

「
ス
ロ
ー
」
な
の
？

8

あたりまえのスロー。この土地に培われてきた、
　
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
な
ら
知
っ

て
る
け
ど
、「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」
っ
て
？
と
思
う
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
」
に

対
抗
し
て
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
見
直
そ
う

と
イ
タ
リ
ア
で
起
こ
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、
さ
ら
に

生
活
全
般
に
目
を
向
け
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
運
動
は
今

や
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
も

そ
こ
か
ら
発
展
し
、地
域
の
食
や
農
産
物
、歴
史
文
化
、

自
然
環
境
を
大
切
に
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
提
唱
す
る
も
の
で
す
。

　

前
橋
市
は
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
精
神
に
賛
同
し
、
平

成
29
年
5
月
12
日
に
前
橋
・
赤
城
地
域
（
芳
賀
・
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
地
域
の
一
部
）
の
ス
ロ
ー
シ

テ
ィ
国
際
連
盟
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
で
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
次
い
で
2
番
目
の
加
盟

で
す
。

　

宮
城
地
区
に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
阿
久
沢

家
住
宅
」
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
、
粕
川
地
区
・

月
田
近
戸
神
社
の
獅
子
舞
「
月
田
の
さ
さ
ら
」、
大

胡
地
区
の
「
大
胡
祇
園
ま
つ
り
」
の
暴
れ
獅
子
な
ど

多
く
の
伝
統
行
事
も
地
域
住
民
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

前
橋
市
は
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
の
下
、
こ
の

土
地
が
育
ん
で
き
た〝
ス
ロ
ー
〞な
暮
ら
し
、
自
然
や

歴
史
文
化
、
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
評
価
し
、
新

た
な
価
値
を
育
み
な
が
ら
、
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

赤
城
山
の
裾
野
に
広
が
る
自
然
風
土
は
、
古
来
よ

り
こ
の
土
地
に
住
む
人
々
に
豊
か
な
恵
を
も
た
ら
し

て
き
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
あ
た
る
赤
城
南
麓

エ
リ
ア
は
、
伝
統
野
菜
・
果
物
の
栽
培
に
取
り
組
む

農
業
や
畜
産
が
盛
ん
な
地
域
。
田
園
や
点
在
す
る
古

民
家
も
風
景
の
一
部
と
し
て
残
し
た
い
地
域
の
貴
重

な
財
産
で
す
。

　

赤
城
山
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
た
め
に
年
間
を
通
し
て
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。
山
頂
に
あ
る
大
沼
は
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。
夏
場
は
ボ
ー
ト
で
、
全
面

結
氷
す
る
冬
場
に
は
氷
上
穴
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
南
麓
地
域
に
は
数
軒
の
温
泉
宿
が
あ
り
、
山

菜
や
川
魚
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の

温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら
湯
治
客
に
利

用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
文
献
が
残
っ
て
い
ま
す
。

前
橋
市
の
友
好
都
市
イ
タ
リ
ア
・
オ
ル
ビ
エ
ー

ト
市
な
ど
を
発
祥
と
す
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
に
33
か
国
2
9
6
都
市
（
令
和
6
年
2
月
現

在
）
が
加
盟
す
る
国
際
的
な
運
動
。
地
域
の
食

や
農
産
物
、
生
活
、
歴
史
文
化
、
自
然
環
境
を

大
切
に
し
、
個
性
や
多
様
性
を
尊
重
す
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。


